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Ｐ２５４ 黄金比（啓林館）

図書カ－ドＡＢＣＤは、下の図のように、正方形を切り取って残りの長方形と元の長方形

は対角線が重なり、このことから相似である。
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□黄金比を見つけよう

長方形ＡＢＣＤでＡＢの長さを１，ＡＤの長さをｘとすると

１：ｘ－１＝ｘ：１

なので長方形ＡＢＣＤの縦と横の比は
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ほぼ５：８と一致する。
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正五角形の一つの内角は

図中の●は一つが３６° である。

したがって△ＤＧＣ∽△ＡＣＤである。

一辺を１対角線の長さをｘとすると

１：ｘ＝ｘ－１：１

これを解くと同じ結果となりｘ＝

だから正五角形の一辺と対角線の長さも黄金比５：８である。
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